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　坂井市丸岡町の南端に位置する北横地地区に，十
じゅう

郷
ごう

用水にゆかりが深い布
ふ

久
く

漏
ろ

神社が
あります。この神社は，平安時代に編纂された延

えん

喜
ぎ

式
しき

神
じん

名
みょう

帳
ちょう

にその名が記載されている
由緒ある神社で，毎年９月の秋祭りに，「表児の米」の神事が盛大に執り行われています。
　この神事は，五穀豊

ほう

穣
じょう

に感謝し，その年の初穂米をきねでつき，蒸して，神社に供え
る祭りで，福井県の無形民俗文化財に指定されています。
　十郷用水の恩恵を受ける流域の農民たちが，治水に尽力した継体天皇の第19番目の子，
円
ま る や ひ め

媛命の遺徳をしのび，感謝の気持ちを表して行ったのが始まりとされています。
　若い衆がそろいの白シャツと褌

ふんどし

姿となり，神社でおはらいを受けて身を清め，「おた
しより」「米かち」（表紙写真）「盤

ばん

持
も

ち」「筵
むしろ

たたき」「米かしき」「もちまき」など，一
連の技を繰り広げます。
　江戸時代には今の神事の原形ができていたようで，北横地地区の氏子により，伝統芸
能として今に守り伝えられています。
� （写真：表児の米保存会　文：同保存会会長　田中　文夫）

表紙写真説明：シリーズ農村の伝統祭事

表
ひょう
児
こ
の米
こめ

（福井県　坂井市）


